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市制施行10周年市制施行10周年

　　８月２、３日の２日間、高森山パノラマ８月２、３日の２日間、高森山パノラマ
パークゴルフ場などで、市制施行10周年パークゴルフ場などで、市制施行10周年
を記念し、「第１回全国パークゴルフ大を記念し、「第１回全国パークゴルフ大
会」が開催されました。参加した148人の会」が開催されました。参加した148人の
選手は、雄大な八甲田を目にしながら、伸選手は、雄大な八甲田を目にしながら、伸
び伸びとしたプレーを見せていました。び伸びとしたプレーを見せていました。
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市内全域で発生する事故・けがによる外傷事例

様々な団体が連携・協働して

  安全対策を実施

け
が
は
予
防
で
き
る

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
す
べ
て
の
人
々
が
可
能
な

最
高
の
健
康
水
準
に
到
達
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
健
康
を
阻
害
す

る
大
き
な
も
の
は
「
病
気
」
と
「
け
が
」

で
す
。「
病
気
」
は
保
健
行
政
や
医
療
に
よ

り
対
策
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
の
「
け
が
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

事
故
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
も
何

と
な
く
危
険
を
感
じ
る
ま
ま
に
し
て
い
た

り
、
家
庭
内
の
転
倒
な
ど
は
実
態
が
見
え

に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
り
、
市
民
一
人
一

人
が
十
分
に
対
策
を
講
じ
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
け
が
や
事
故
な

ど
は
偶
然
の
結
果
で
は
な
く
、
的
確
な
分

析
と
対
策
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
、
行
政
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
安

全
対
策
が
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り

組
み
で
す
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
特
別
な
活

動
を
新
た
に
始
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
の
地
域
活
動
や
行
政
機
関
の
取
り
組

み
を
生
か
し
な
が
ら
効
果
的
な
「
予
防
」

を
目
指
し
て
、
工
夫
を
加
え
た
り
、
連
携

を
強
め
て
い
く
活
動
で
す
。

デ
ー
タ
を
集
め
分
析
す
る

　

統
計
で
は
、
１
日
当
た
り
５
人
の
市
民

が
事
故
や
け
が
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
症
状

が
重
い
と
治
り
に
く
く
、寝
た
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
内
で
発

生
し
た
け
が
や
事
故
の
情
報
は
、
組
織
の

違
い
や
、
情
報
管
理
な
ど
の
事
情
に
よ
っ

て
、
各
機
関
ご
と
の
保
有
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
認

証
を
受
け
た
市
は
、
取
り
組
み
に
賛
同
す

る
県
を
は
じ
め
、
多
く
の
団
体
や
組
織
と

の
連
携
と
協
働
に
よ
り
、外
傷
な
ど
の
デ
ー

タ
収
集
の
仕
組
み
を
構
築
。
デ
ー
タ
が
な

い
分
野
が
あ
る
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

な
ど
し
て
実
態
に
迫
り
ま
す
。

　

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
医
療
な
ど
の

専
門
家
で
組
織
す
る
外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
懇
談
会
と
、
対
策
を
実
施
し
て
い

く
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
組
織
が
多

岐
に
わ
た
り
分
析
し
、
暮
ら
し
に
潜
む
危

険
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
は
、
地
域
集
会

な
ど
で
説
明
す
る
な
ど
、
市
民
と
の
共
有

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
、
対
策
に

生
か
す
行
動
が
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
基
盤
で
す
。予
防
対
策
は
、

収
集
し
た
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る
正
し

い
認
識
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

安全・安心の向上へ！

課題の共有

転倒・転落 6人

自殺 16人

不慮の窒息
　10人溺死・溺水 ３人

交通事故 4人

煙・火炎 2人

その他
14人

病気以外の死因
（55人）

平成24年十和田市の
人口動態統計からみる死因（801人）

　平成24年中の死者801人のうち55人が
病気以外の死因でした。
　セーフコミュニティは主にこの分野の
安全対策に取り組むものです。

脳血管疾患 90人 肺炎
104人

心疾患 130人

悪性新生
物 210人

その他 
113人

老衰 59人

腎不全 18人
呼吸器 22人

セーフコミュニティ推進組
織の構成員である各団体か
らのメンバーが課題を持ち
帰ります

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ    

再
認
証
に
向
け
て

再
認
証
に
向
け
て  

55人

　

十
和
田
市
は
、
平
成
21
年
度
に
日
本
国
内
で
は
２
番
目
に
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
働
セ
ン
タ
ー
が
提
唱
す
る
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
。
今
年
度
、
認
証

の
更
新
時
期
を
迎
え
、
再
認
証
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

８つの領域
別対策部会検討委員会

重症度 乳幼児 就学児 青壮年 高齢者

死亡
男性の自殺者が多い

窒息による男性
の死亡が多い

重症・中等症
（入院）

自宅内での転倒
が多い
３割が骨折し、
入院している軽傷

自宅内で
のけがが
多い

スポーツ
中のけが
が多い

自動車に
よるけが
が多い

不安
住宅用火災警報器の設置率が低い
暴力・虐待に関連する相談がある

単身世帯の増加

データ収集

分析

セーフコミュニティ推進組織

（分析の一例） データによる外傷の特徴

厚生労働省「人口動態統計」をもとに、まちづくり支援課まとめ

様々な団体が連携・協働して

安全対策を実施
事業者
保健所

学校

市役所

市民
ボランティアＰＴＡ

警察

消防

医療機関 地域団体

推進懇談会

重症度と年代層に当
てはめると、男性の
自殺者と高齢者の窒
息が多いことが大き
な課題であることが
分かります。

各機関で持っている統計やアンケート

外傷サーベイ
ランス懇談会

地域防犯パトロールによる
通学見守り活動



対
策
活
動
を
振
り
返
る

み
ん
な
で

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

事
故
や
け
が
な
ど
に
よ
る
外
傷
は
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
８
つ
の
領
域
に
分
け
て
対
策
部
会
を
設

置
し
ま
し
た
。　

８
つ
の
領
域
で
予
防
対
策

こころの広場 "ルピナス "の会

　平成 21 年、セーフコミュニティの自殺予防を検
討する中、悩みを聞いて受け止める場がないので始
めたのが「こころの広場 "ルピナス "の会」です。
　以来、継続して活動を続け現在会員は 30 人余り。
保健師や傾聴ボランティアが秘密を守って活動して
います。希望者には個別相談も行っています。
　また、専門の資格がないボランティアも、環境づ
くりや、笑顔で寄り添うなど、相談者にとって大き
な力になりますので、一緒に活動してみませんか。

　65歳以上の歩行中の死亡事故が多い状況から、反射材の
利用促進に取り組みます。

　交通安全母の会、警察署、町内会などが協働して、高
齢者世帯を訪問し、交通事故の注意喚起と反射材の普及
を行いました。

注
意
を
呼
び
掛
け

反
射
材
を
装
着

　活動をアンケートで評価しました。反射材の所持
率は約６割。持っていない人でも欲しいと思ってい
る人は７割と、反射材の効果とその存在が知られる
ようになったことが分かります。

実態把握と目標設定

関係団体が連携して対策を実施

取り組みを評価

十和田西高校少年消防クラブ

　高校生の消防クラブが発足
し、市の総合防災訓練に参加し
ています。若い世代も活動の主
体となり、防災意識の広がりを
見せています。

湯っこで生き生き交流事業の
中で行う口腔体操
　病気以外の死因で２番目に多
い不慮の窒息。特に高齢の男性
に多く見られます。体力維持の
活動に口の体操を取り入れて予
防しています。
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セーフコミュニティ活動の場面におじゃましました

1

3

2

※十和田市の人口 10万人あたりの自殺者数は、平成 21年は 39.1 人であったのが、平成 24年には 24.5 人と減少しています。

　８月２日、市勤労青少年ホームの２
階に上がると、看板が出迎えてくれま
した。明るくゆったりした雰囲気の中、
にこやかに談笑する声。ここは、悩み
を抱えたかたの声を、じっと耳を傾け
て聞く場です。

これらも「セーフコミュニティ活動」です

セ

　

予
防
対
策
は
、
実
施
し
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
必
ず
振
り
返
る
と
い
う
の
が
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
約
束
で
す
。
振
り
返

る
と
は
、
活
動
の
効
果
を
測
定
し
、
評
価

す
る
こ
と
で
す
。
評
価
の
指
標
は
３
段
階

あ
り
「
市
民
の
認
識
」「
市
民
の
行
動
」「
市

民
の
状
態
」
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
と
い
う

も
の
で
、
変
化
を
測
る
方
法
も
自
分
た
ち

で
考
え
、
評
価
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

そ
の
評
価
は
今
後
の
活
動
に
生
か
さ
れ
ま

す
。

　

確
か
な
分
析
に
始
ま
り
、
対
策
を
実
施

し
、
振
り
返
る
。
こ
の
循
環
の
仕
組
み
こ

そ
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、「
安
全

の
向
上
」
に
向
け
て
歩
き
続
け
る
原
動
力

で
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

５
年
前
に
始
め
た
取
り
組
み
は
、
世
界
認

証
を
得
て
「
安
全
の
向
上
」
を
合
言
葉
に

組
織
の
垣
根
を
越
え
、
多
く
の
か
た
が
た

と
連
携
し
活
動
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
認
証
の
更
新
時
期
を
迎
え
て
、
こ

れ
ま
で
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

の
道
の
り
を
検
証
し
な
が
ら
、
よ
り
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
関
係
者
は

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

予
防
対
策
は
、
地
域
や
一
人
一
人
の
住

民
に
浸
透
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
り
な
が
ら
、
安
全
と
い
う
生
活
の
質
を

高
め
る
ま
ち
づ
く
り
な
の
で
す
。

　
「
今
日
も
無
事
で
い
て
ほ
し
い
」

　
こ
れ
か
ら
も
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一

員
と
し
て
、
み
ん
な
で
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

８つの領域別対策部会
❶自殺予防
❷交通事故予防
❸高齢者の安全
❹防災

会長　田中  砦
さ い こ

子  さん

こころの広場
    " ルピナス "の会

セーフコミュニティとわだを
すすめる会
　町内会など地域に出向いて、セー
フコミュニティの理念や転倒防止、
交通事故予防などの普及啓発活動を
行うボランティア団体です。
問まちづくり支援課☎51 6777

   出前講座をします！ 出前講座をします！

交通事故予防対策部会　取り組みの一例「反射材利用促進プログラム」
■交通事故予防対策部会の構成団体
自転車自動車商協・交通安全母の会・老人クラブ
連合会・三小学区青少年健全育成協議会・町内会
連合会交通安全部会・セーフコミュニティとわだ
をすすめる会・交通安全協会・警察署交通課・市
土木課・市まちづくり支援課

プログラム評価結果（市民の認識・市民の行動）

2013 ～ 2014 年に中央・南・十和田湖公民館まつり来場
者を対象に調査／ 60 歳以上を対象

60 歳以上の反射材の所持 60歳以上の反射材の必要性

持って
いる
57％

ほしいと
思っている
68％

特に必要と
思わない
32％

持って
いない
43％

（150人中） （47人中）

　

部
会
の
構
成
員
は
市
、
県
、
消
防
、
警

察
な
ど
の
行
政
機
関
の
ほ
か
、
安
全
に
関

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
か
た
が

た
で
す
。
分
析
を
基
に
課
題
を
導
き
、
解

決
策
を
模
索
し
、
対
策
の
設
計
図
と
な
る

外
傷
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
す
。
多

様
な
か
た
が
集
ま
る
対
策
部
会
で
の
議
論

は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
核
心

と
も
い
え
ま
す
。

　

議
論
の
中
、
認
識
さ
れ
た
課
題
や
解
決

策
は
、
外
傷
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実

施
す
る
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
や
団
体

に
持
ち
帰
っ
て
従
来
か
ら
の
活
動
に
生
か

し
ま
す
。
必
要
で
あ
れ
ば
他
団
体
と
連
携

し
て
対
策
を
行
い
ま
す
。
解
決
策
を
実
施

す
る
主
体
が
な
い
場
合
は
、
部
会
員
が
自

ら
計
画
し
て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

認
証
以
前
は
交
流
の
な
か
っ
た
諸
組
織

は
「
安
全
の
向
上
」
に
取
り
組
む
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
幅
広
い
連
携
関
係
を
作
り
出

し
ま
し
た
。

　

対
策
部
会
は
常
に
、
市
民
の
立
場
で
、

市
全
体
の
外
傷
予
防
を
考
え
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

各
種
の
予
防
対
策
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
団
体
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
よ
っ
て
、
市
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
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毎月第２・４土曜
午前 10時から勤労
青少年ホームで開
催しています。

反射材利用促進プログラム

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

　
　
　
　
　

  

☎
51
６
７
７
７

❺暴力・虐待予防
❻子どもの安全
❼労働の安全
❽余暇活動の安全

対策部会全体会対策部会全体会

課題
（根拠） 歩行中の死亡事故が多く、特に65歳以上に多い

目標 歩行中の死亡事故件数を減らす
プログラム内容 結果・成果

事業者 対象 認知や知識の
変化（短期）

態度や行動の
変化（中期）

状態や状況の変化
（長期）

交通安全母
の会、警察
署､町内会、
市役所など

65歳以上の
人

【指標】
反射材を利用
したいと思う
人

【指標】
反射材を持っ
ている人

【指標】
歩行中の死亡事故件
数

【測定】
市民アンケート

【測定】十和田警察
署「交通事故概況」



　７月23日、小山田市長をはじめ関係部長などが県庁を訪
れ、平成27年度の重点事業について、三村知事ほか県の担
当部長に説明しました。
　今年度は、市と県、国が連携して取り組むべき事業など、
新規５件、継続12件の合わせて17件を要望。説明会では、
特に重要性の高い５件について協力を求めました。

問政策財政課政策企画係☎516710

1屋内サッカースタジアム（全天候型多目的
　球技場）の設置について
　　国民体育大会の開催や国際大会のキャンプ地として 
　の活用により、県民に夢を与えることのできる施設と
　して、県唯一のサッカー拠点施設のある当市に、サッ
　カーを主体とした県立の全天候型多目的球技場を設置
　していただきたい。

　 　県の財政は依然として厳しい状況であり、大規模施
　設の整備については、既存施設の耐震および老朽化対
　策を優先し計画的に実施したい。

市

県

5地域高規格道路の整備について

　 　人や物の広域的な移動・交流の拡大や救急搬送の効
　率化を図るために、秋田県小坂町から当市を経由して
　八戸市につながる区間について、地域高規格道路に指
　定されるよう、国に対し働きかけていただきたい。

　 　国では、平成10年度以降、計画路線への格上げを
　含め新たな路線の指定は行っておらず、整備は厳しい
　ものと考えられる。自動車専用道路にこだわらず、バ
　イパス的な整備などにより要望内容に応える手法も考
　えていきたい。

市

県

4周産期医療関係医師・麻酔科医の確保について

　 　地域から信頼される病院として良質の医療を継続し
　て提供していくために、周産期医療医師および麻酔科
　医師を確保するよう、国に対し働きかけていただきたい。

　 　修学資金の特別枠の貸与者について、基幹病院で研
　修してよいという要件で医師の偏在を防止する施策を
　行っている。このような医師が増えれば専門科の偏り
　なども解消されると考えられる。引き続き大学と連携
　し進めていきたい。

市

県

3ユネスコエコパークへの登録推進について
　　ユネスコエコパークへの登録に向けた取り組みにつ
　いて、秋田、青森両県および関係市町との調整や環境
　省、林野庁との連携についてご協力いただきたい。

　　環境省をはじめとする関係機関との調整や鳥獣保護
　区など、県が定める諸計画との調整について協力して
　いきたい。

市

県

2奥入瀬渓流における公衆トイレの整備について

　 　奥入瀬渓流を訪れるかたが快適に散策できるよう、
　石ケ戸～子ノ口間における公衆トイレの新設および   
　玉

たまだれ

簾にある公衆トイレの水洗化に取り組んでいただき
　たい。

　 　国立公園内であるため、電源の地下埋設に多額の費
　用を要することから、早急な対応は困難である。当面
　は、既存トイレのくみ取り回数の増加および消臭剤の
　投入により利用者の利便性の向上を図りたい。

市

県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年度の平成27年度の

重点事業を県に要望重点事業を県に要望

62014年（平成26年）９月号　広報

　当市での開催が正式に決定した「第10回全国Ｂ－１グ
ランプリ」について市長と知事が意見交換を行いました。

　　当市での開催に当たっては、交通アクセスや宿泊施　
設の面などにおいて、さまざまな工夫が必要と考えてい　
ますが、心のこもった“おもてなし”で全国からの来訪　
者を迎えるためにも、県のご支援ご協力をいただきたい。

　 　Ｂ－１グランプリの開催により、十和田市をはじめ
県内全域の観光に勢いをつけたいと考えている。さま　
ざまな課題もあると思うが、県の「地域の元気支援事　
業」などを活用して支援していきたい。

市

県

 意見交換（フリートーク）

その他の要望事項 ※区分

国の新たな農業・農村政策における財政措置等について 新規

野生きのこの出荷制限の早期解除について 継続

主要地方道三沢十和田線の整備について 継続

低迷する外国人観光客誘客対策について 継続
有料老人ホーム等及び居宅サービス事業所の開設時の市
町村意見の反映について 継続

介護給付費の国の負担割合の見直しについて 継続

一般国道103号奥入瀬（青
あおぶなやま

橅山）バイパスの整備について 継続

一般国道102号バイパスの整備について 継続

一般国道４号の整備について 継続

一般国道45号及び一般国道102号の整備について 継続

主要地方道十和田三戸線の整備について 継続

三沢空港利用促進対策の強化について 継続

新規 継続

※新規…新しい事業として要望した事業
　継続…昨年度に引き続き要望している事業

市役所からのお知らせ



決
定

　十和田市の元気につながる自主的で公益性の高い取り組みを支援
する「元気な十和田市づくり市民活動支援事業」に、一次募集（３
月）および二次募集（６月）を合わせて43団体から応募がありました。
　市では、市民公募委員を含む検討会議の意見を踏まえ、必要性、
公益性、将来性などの観点から、６コース合わせて35団体の活動に
対して総額2,000万円の支援を決定しました。

事業名称 団体名 補助上限

まちをあるけばアートに出会え
るまちにしたい！「まちなか
アートスクール」事業

十和田のまちなか
をアートで盛り上
げる会

20万円

みんなに届け！！！
僕らの十和田湖

チーム・わんぱく
とわだっこ

（十和田っ湖）
20万円

ほか５団体、計７団体　総額135万5千円

事業名称 団体名 補助上限

十和田市民が関わる文化芸術プ
ログラム推進事業

特定非営利活動法人
プロ・ワークス十
和田

100万円

十和田サンバカーニバル2014 十和田サンバ実行
委員会 100万円

セーフコミュニティのまちだか
ら、人生（みち）に迷ったら学
VIVA‼

楽しく学んで、
そっと寄り添う
スマイルラボ

76万円

市民共創の地域ブランドづくり
～稲生川の恵みの米×コシノ
ジュンコの出会いで目指せ！夢
の地域ブランド～

Kyosokyodo
（共創郷土） 80万円

あいさつ運動による地域活性化
事業

三本木小地区安全・
安心協働活動協議会 30万円

ほか８団体、計13団体　総額1,060万４千円

活動を開始して３年未満の団体の自立を促進し、活動
を軌道に乗せるための事業

事業名称 団体名 補助上限

地域連携による稲生川見学環境
整備事業 ～「QRコード付き稲
生川解説看板」整備と「稲生川
学習用DVD」の作成～

「太素の水」保全
と活用連合協議会 30万円

とわだYosakoi夢まつり とわだYosakoi夢
まつり実行委員会 30万円

活動を開始して３年以上を経過した団体がこれまで行っ
てきた活動の拡充、発展を図る事業

ほか６団体、計８団体　総額175万６千円

団体が行う地域課題などの解決、地域振興に向けた事業

事業名称 団体名 補助上限

（仮）桜の名所白上湧水公園整
備事業 白上湧水会 237万

９千円

市民が参加して公共施設を対象に行う保守整備事業

ほか２団体、計４団体、総額364万６千円

事業名称 団体名 補助上限
子供に嫌われない爽やか快適ト
イレ改革で老若男女が集う元気
な牛鍵町内会づくり事業

牛鍵町内会 120万円

よろこびもかなしみも力を合わ
せるムラをめざしてトイレ洋式
化事業

芋久保町内会 95万
２千円

団体が行う集会施設の障害部分の解消を図るための事業

スタート支援コース

ステップアップ支援コース

地域づくり事業支援コース

市民協働活動コース

地域活動拠点化支援コース

●今年度の市民活動支援事業

１団体、237万９千円

事業名称 団体名 補助上限

十和田大好き十和田市で暮らす北
里大学生による、馬と一緒に駒の
街の魅力発信応援プロジェクト

北里にんじん
サークル 20万円

団体、教育機関、学生などが連携して取り組む地域の魅
力向上につながる事業

学生のまちづくり支援コース

ほか１団体、計２団体、26万円

７ 広報　　　　　　　　2014年（平成26年）９月号

※初めて補助を受ける団体を中心に紹介しました。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

問まちづくり支援課市民活動支援係☎516725

元気な元気な十和田市づくり市民活動支援事業
今年度は35団体を支援します

市役所からのお知らせ
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のうぎょうと農業委員会　第24号

第24号
編　集

十和田市農業委員会
☎516740

の
う
ぎ
ょ
う
と
農
業
委
員
会

新農業委員新農業委員の紹介の紹介
農業のことなら
　　お気軽にご相談ください！

深持字谷地９-１
☎㉖2707☎㉗2193 ☎㉓8384

相坂字高見68-  ３
選挙・１回
箕
みのわ

輪　展
のぶただ

忠１
選挙・１回
沢
さわめ

目　喜
き よ と

代人２

洞内字枯木根55-１
選挙・１回
立
たちざき

﨑　 実
みのる

３

藤島字藤島５
☎㉘2126☎㉗3648

☎㉗2148
大沢田字大沢田５
選挙・３回
宮
みやもと

本　正
まさし

志７

選挙・３回
國
こくぶん

分　弘
ひろし

志

８

大沢田字大下内11
選挙・４回

甲
こうだ

田　稔
みのる

９

相坂字相坂86
☎㉓3648☎722608 ☎㉓2975

相坂字長漕43-２
選挙・１回
竹
たけうら

浦　寿
としひろ

広４
選挙・１回
竹
たけがはら

ケ原　重
しげよし

義５

法量字漆畑162-２
選挙・３回
漆
うるしはた

畑　敏
としお

男６

赤沼字上川原30
☎㉓1712☎㉘3677 ☎732124

沢田字新屋敷30

選挙・５回

選挙・５回
滝沢字舘12
選挙・７回

伝法寺字泉田95-５
☎㉘3313

☎732540

☎㉒1320
切田字印63

選挙・４回
豊
とよかわ

川　洋
ひろと

人 10
選挙・５回

沢田字三日市26

選挙・５回
古
ふるだて

舘　成
しげみつ

光 11

小
おがわ

川　正
せいこう

孝

12

新
あらやしき

屋敷　より子
こ

13

杉
すぎやま

山　秀
ひであき

明

14

力
りきいし

石　堅
けんたろう

太郎

15

元町西二丁目６-40
☎㉓5690

☎㉕2211 ☎㉖2353
三本木字沢幅218-2

選挙・３回

選挙・13回

東十四番町17-28
選挙・３回

奥瀬字下山335-２
☎㉓1344

☎㉓6959

三本木字野崎124-１

選挙・５回

北
きたかみ

上　稔
みのる

16
選挙・６回

深持字南平８
選挙・10回

赤
あかさき

崎　和
かずお

夫

17米
まいた

田　一
かずすけ

典 18

畠
はやけやま

山　新
しんいち

市

19山
やまざき

崎　誠
せいいち

一 2021

深持字森14-２
☎㉗2608 ☎㉘3737

米田字一本松140-1
議会推薦議会推薦

洞内字家ノ向２
選挙・９回

切田字横道40-１
☎㉓3776 ☎㉗2923

洞内字前田62-２
農協推薦

佐
さ さ き

々木　君
きみのぶ

信22
共済組合推薦

奥瀬字前田23
土地改良区推薦

畑
はたやま

山　喜
き た ろ う

太郎23漆
うるしざか

坂　政
まさゆき

行24野
のざき

崎　さち子
こ

25下
しも く ぼ

久保　ト
と き こ

キ子26中
なかの

野　均
ひとし

27

上から議席番号、氏名、選挙（当選回数）・推薦の別、住所、電話番号

新
た
な

新
た
な
農
業
委
員

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
！

　

７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
、
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
が
６
月
29
日
に
告
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

合
併
後
、
第
１
選
挙
区
（
旧
十
和
田
市
）
と
第
２
選
挙
区
（
旧
十
和
田
湖
町
）
に
設
け
ら
れ
て

い
た
選
挙
区
が
統
一
さ
れ
、
22
人
の
新
た
な
委
員
が
無
投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
和
田

お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合
、
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合
、
土
地
改
良
区
お
よ
び
市
議
会
か
ら
推
薦

を
受
け
て
市
長
が
選
任
し
た
５
人
を
加
え
、
合
計
27
人
の
新
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
選
に
よ
る
農
業
委
員
の
任
期
は
、
平
成
26
年
７
月
20
日
か
ら
平
成
29
年
７
月
19
日
ま

で
で
す
。

会　      長
中
なかの

野　  均
ひとし

会長職務代理者
新
あらやしき

屋敷　より子
こ

農
業
委
員
の
日
常
活
動

農
業
委
員
の
日
常
活
動

　

こ
の
た
び
の
改
選
に
伴
い
、
７
月
22
日

に
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、
会
長
お

よ
び
会
長
職
務
代
理
者
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
改
め
て
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
例
外
な
く
、
農
家
の
た
め
、

農
業
の
持
続
・
発
展
の
た
め
に
、
少
し
で

も
役
立
ち
た
い
と
の
思
い
で
農
業
委
員
に

な
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
は
、
優
良
農
地
の
確
保
と
有

効
利
用
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
い
う

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
へ
の
積

極
的
な
参
加
や
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通

し
た
農
地
の
集
約
な
ど
の
新
し
い
制
度
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
十
和

田
市
・
十
和
田
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組

合
・
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合
・
上
北
地

域
県
民
局
で
構
成
す
る
「
十
和
田
市
農
業

後
継
者
対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
主
体

的
に
農
業
の
担
い
手
と
な
る
農
業
後
継
者

の
結
婚
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
へ
の
女
性
の
登
用
が

進
め
ら
れ
る
中
で
、
当
市
に
お
い
て
も
市

議
会
か
ら
の
推
薦
を
含
め
今
回
３
人
の
女

性
農
業
委
員
が
誕
生
し
て
お
り
、
当
市
と

し
て
は
初
め
て
女
性
の
会
長
職
務
代
理
者

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
者
と
生
産
者

の
両
方
の
立
場
が
分
か
る
女
性
委
員
の
経

験
を
生
か
し
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の

な
お
一
層
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
消

費
者
や
農
業
従
事
者
の
立
場
か
ら
魅
力
あ
る

農
業
を
目
指
し
、
地
域
農
業
の
発
展
の
た
め

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

♦
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

♦
農
家
と
農
地
の
実
情
・
意
向
の
把
握
と

　

記
録

♦
農
家
か
ら
の
相
談
対
応

♦
農
地
の
利
用
・
権
利
関
係
の
調
整
・

　

あ
っ
せ
ん

♦
農
政
の
普
及
・
浸
透

♦
農
業
者
と
地
域
に
根
差
し
た
農
政
活
動

♦
食
農
教
育
の
推
進

♦
農
業
情
報
の
提
供

♦
経
営
継
承
の
支
援

♦
農
業
者
年
金
の
加
入
促
進

遊休農地のパトロール

改選後初の総会の様子

☎㉖2736 ☎722702

☎722245

中
なかのわたり

野渡　稔
みのる
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とわだ産品情報報問とわだ産品販売戦略課☎516746

とわだ産品販売戦略課 検索索

１号車
乗車場所 出発時刻

休屋（十和田湖） 11：40
宇樽部停留所 11：47
焼山停留所 12：21
十和田湖温泉郷停留所 12：23
桂月橋停留所 12：24
片貝沢停留所 12：28
百目木停留所 12：34
両泉寺停留所 12：36
法量停留所 12：38
十和田湖公民館停留所 12：42
十和田湖支所前停留所 12：44
奥入瀬ろまんパーク停留所 12：45
上沢田入口停留所 12：47
十和田西高入口停留所 12：50
中掫停留所 12：55
佐井幅停留所 12：58
２号車①
洞内本村停留所 11：40
立崎停留所 11：45
大下内わ会館 11：55
高清水駅前停留所 12：05
高清水本村入口停留所 12：08

２号車②
乗車場所 出発時刻

沢田停留所 12：45
二ツ家停留所 12：50
西高通り停留所 12：53
下洗停留所 12：55
新屋敷停留所 12：58
三日市停留所 13：00
三日市川原停留所 13：02
赤沼停留所 13：05
３号車
大沢田本村停留所 12：20
芋久保停留所 12：23
東池ノ平停留所 12：25
五十貫田停留所 12：31
小田入口・樽石集会所 12：39
白山商店・深持ふれあいセンター 12：40
深持郵便局前 12：45
板ノ沢転作営農改善センター 12：47
豊栄停留所 12：52
晴山神社前 13：00
七郷停留所 13：02

４号車
乗車場所 出発時刻

一本松停留所 12：00
伝法寺小学校前停留所 12：05
伝法寺停留所 12：10
大窪停留所 12：15
藤島停留所 12：20
六日町停留所 12：35
相坂コミュニティ会館前停留所 12：45
相坂上講会堂 12：50

５号車
旧向切田停留所 12：00
旧下切田停留所 12：03
切田農協前 12：05
旧寺地停留所・上舘生活改善センター 12：10
杉ノ木停留所・明戸停留所 12：15
平山停留所・笊畑停留所 12：20
赤伏停留所・舘停留所 12：30
松屋敷停留所 12：40
種原公民館～米田向町停留所 12：45

第 10回十和田市すこやか長寿を祝う会（老人福祉大会）第 10回十和田市すこやか長寿を祝う会（老人福祉大会）
とき　９月26日㈮午後１時30分～
ところ　市民文化センター  
❉会場へはバスをご利用ください。乗車場所と時刻は次のとおりです。

問高齢介護課☎51 6720

内容▶式典▶アトラクション
　　▶アカデミック漫談「笑いは長寿の妙薬」人

じんせいてい

星亭喜
きら く だ ろ う

楽駄朗さん

　７月 15 日から 19 日まで、市内の全保育園・幼稚園において、給
食やおやつに地元食材を使ったメニューを提供する「とわだ育ち地
産地消給食の日」を実施しました。
　小さな森保育園（宮本ひろ子園長）では、ゆでた長芋に、ちりめ
んじゃこや同園で育てた大根の葉っぱを混ぜて焼いた「長芋餅」が
おやつで出され、子どもたちは「モチモチしておいしい！」と笑顔
で頬張っていました。

　この事業は、子どもたちに農業や地元の食材を知ってもらうこと、地産地消や食育の推進を目的として
います。９月（ねぎ）、11 月（ごぼう）、１月（奥入瀬ガーリックポーク）の全 4回実施する予定です。

サンプル米粉提供事業で新商品誕生
　市では、十和田市産米粉の普及
拡大を図るため、米粉を利用した
新商品の試作や料理教室などに使
う米粉のサンプル提供（無料）を
行っています。既に当事業を活用
し、新しい商品が誕生しています。

自慢の長芋で「とわだ育ち地産地消給食の日」

福田菓子舗
「米粉メープルロール」（右）
「米粉竹炭ロール」

畑中製あん所
「玄米粉入りダンゴ」
（つぶあんとゴマあんがあります）

❉サンプル提供を希望のかたは、
　お問い合わせください。

７月の食材は「長芋」芋」

★

★
☆

☆
☆

★
☆

★
☆

★

※どなたでも参加できます。
　申し込みは不要です。 ♨参加者全員に「市民の家」の

無料入浴券を差し上げます。

市制施行 10 周年記念



９月の健康カレンダー

 問健康増進課健康管理係☎516790◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所
９日㈫ ９：30～16：00 十和田第一病院北側駐車場

17日㈬ ９：30～12：00 十和田警察署
14：00～16：00 市上下水道部

24日㈬
９：30～11：00 十和田商工会議所東側駐車場
13：00～14：30 十和田湖支所
15：15～16：00 十和田西高校

29日㈪ ９：30～11：00 北里大学学生ホール前12：15～17：00

◉各種相談
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆こころの相談
心の悩み、不眠、飲酒など
気がかりのあるかた、家族

10月１日㈬
13：30～15：40
※29日㈪まで要予約

保健センター
問健康増進課
☎516791◆栄養相談

市内在住のかた

26日㈮
９：30～・13：15～
※24日㈬まで要予約

◆もの忘れ相談
もの忘れや認知症の不安があ
る 65歳以上のかた、家族

17日㈬
14：00～15：30
※12日㈮まで要予約

市役所新館３階会議室Ａ
問高齢介護課
☎516720

◆療育相談
首すわり・おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さん

24日㈬※要予約
継続のかた
▶９：30～10：30
新規のかた
▶10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
一般のかた

16日㈫・10月６日㈪
13：00～14：00
※要予約

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望するかた

17日㈬※要予約
13：00～14：00

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みのかた

16日㈫
10：00～10：30

◆エイズに関する相談
一般のかた

16日㈫・10月６日㈪
13：00～14：00
※要予約

上十三保健所
問☎㉓8450

　たばこの影響を知り、自分と周囲の人を守る
ための行動を考えるきっかけにしましょう。
「健康とわだポイントラリー」対象講座です。

第４回さわやか健康講座のお知らせ
たばこの何がいけないの？
― 吸う人も吸わない人もまずは知ることから ―◉乳幼児健診・母子健康相談

▶問診票・母子健康手帳を持参してください。
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆４か月児健診
満４か月に達する乳児

16日㈫
12：15～12：45

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 25年３月生まれの幼児

17日㈬※歯ブラシ持参
12：15～12：45

◆２歳児発達健診
平成 24年３月生まれの幼児

18日㈭※歯ブラシ持参
12：15～12：45

◆３歳６か月児健診
平成 23年３月生まれの幼児

２日㈫
12：15～12：45

◆幼児相談
言葉など子どもの発達の心配
や子どもへの接し方がわから
ないなど悩みがある親子

４日㈭、10月９日㈭
９：30～
※要予約

◆子どものこころの相談
対象：小・中・高校生

10月９日㈭
14：00～　
※10月１日㈬まで要予約

◆母親教室
妊婦のかた
※保育が必要なかたは１週間
　前までに申し込みください

11日㈭
12：30～13：00

※２歳児発達健診は２歳６か月児が対象です。問診票は子どもすこやか
　手帳の「２歳６か月児健診問診票」を使用します。
※発熱や感染症治療中のときは、受診をご遠慮ください。

とき　10月６日㈪午後６時30分～８時
　※受け付けは午後６時からです。
ところ　保健センター
講師　十和田東病院循環器内科部長　堀田一彦さん
　　　日本禁煙学会認定指導看護師　丸山千代子さん
　　※保健協力員会による健康劇もあります。
申込期限　９月29日㈪

問健康増進課保健相談係☎516791

一人一人の生命をお互いに大切にしよう

傾聴ボランティア養成講座
参加者募集

　10月から、水痘・高齢者の肺炎球菌ワクチン
の予防接種が定期接種となります。

10月１日から
新しい予防接種が始まります！

◎対象者
水痘　十和田市に住所のあるかたで
・生後12～36月で水痘にかかったことのない
　かた
・生後36～60月の接種歴のないかたで水痘に
　かかったことがないかた
肺炎球菌　十和田市に住所のあるかたで
・平成26年中に65、70、75、80、85、90、 
　95、100歳、101歳以上になり、接種歴のな
　いかた
◎接種費用
水痘　無料　
肺炎球菌　非課税世帯は無料、その他2,000円

問健康増進課健康管理係☎516790
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　「傾聴」は相手のこころをくみ取り、寄り添
うものです。相手が受け止められたと感じる聴
き方を学び、ボランティア活動や生活に生かし
てみませんか？
対象　市内在住で全5回参加できるかた
とき　９月24日、26日、10月18日、31日、11月13日
　　　午前９時～正午
ところ　保健センター
定員　50人
申込期限　９月17日㈬
問健康増進課保健相談係☎516791

―乳

❾㉔ ㉚❾▶ 結核予防週間
咳が２週間続いたら受診
ＢＣＧ接種を受けましょう
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市内の出来事を紹介！
市内のイベントを随時発信！

十和田市ブログ駒の里 検索

　市中心商店街の通称「産
さ ん ば

馬通り」で「2014 十和田サン
バカーニバル」が開催されました。
　今年で４回目となるカーニバル。地元の子どもたちを
中心とした「オス・サンボンギス」や本場ブラジル人ダ
ンサーを要する「サマー・トレジャー」など８チーム、
約 250 人が参加しました。色鮮やかな衣装に身を包みな
がらサンバのリズムに合わせて踊るダンサーらに、詰め
掛けた多くの観客は魅了されていました。

サンバの陽気なリズムが響き渡る

2014 十和田サンバカーニバル

ダンサーが見せる華麗なステップに、沿道の観客から
大きな拍手が送られていました

　十和田市を主会場に「第 65 回北奥羽総合体育大会」
が開催されました。
　北奥羽圏（八戸市、三沢市、むつ市、上北郡、三戸郡、
岩手県久慈市、九戸郡、二戸地区、鹿角市、十和田市）
の各地域から選手や役員など約 2,500 人が参加し、先行
開催していた卓球やサッカーなど合わせて 19 種目にわ
たって熱戦が繰り広げられました。競技の結果、総合優
勝は八戸市。十和田市は第２位となりました。

北奥羽圏10都市によるアマチュアスポーツの祭典

北奥羽総合体育大会

十和田市対久慈市（白）の一戦。ゴール下に切り込み
シュートする十和田市の選手

７
27

　十和田湖畔休屋で、「第 49 回十和田湖湖水まつり」が
開催され、まつり期間中は、フリーマーケットやよさこ
い演舞などのイベントが行われました。　
　20 日に行われた「さかな掴み捕り」には多くの子ども
が参加。必死に逃げる魚を歓声を上げながら捕まえてい
ました。夜には両日とも花火が打ち上げられ、夜空に大
輪の華を咲かせるとともに、湖面にも花火が映し出され、
訪れた観客の目を楽しませていました。

夏の観光シーズンの幕開け

十和田湖湖水まつり

花火を間近で見られる「花火観覧船」も出航。多くの
かたが十和田湖での花火を楽しみました

　南公民館などで、寺子屋稲生塾３回目の講座「とわだ
時空調査隊～十鉄の鉄道路線の歴史をさぐろう～」が行
われ、塾生 11 人が参加しました。
　塾生は、壁新聞をつくる班やクイズ班、４コマまんが
班に分かれ、十和田観光電鉄の鉄道路線について調査。
　旧七

しちひゃく

百駅などを訪れ、現在残っている車両や変電所、
線路などを見学した後、班員で協力しながら壁新聞など
を作成しました。

十和田観光電鉄鉄道路線の歴史を探る

寺子屋稲生塾「とわだ時空調査隊」

独特の呼び出し方法が珍しい鉄道電話に興味深々な塾
生たち

姉妹都市交流を記念
高知県土佐町が「あじさい」の苗を寄贈
　このほど、姉妹都市である高知県土佐町から、
来年で 30 周年を迎える姉妹都市交流を記念し、町
の花として制定している「あじさい」の苗 100 本が、
市に寄贈されました。
　寄贈された苗は、十和田湖温泉町内会員や大町
桂月を語る会の会員などにより、十和田湖温泉ス
キー場駐車場周辺に 80 本、道の駅奥入瀬駐車場周
辺に 20 本、大切に植樹されました。今はまだ小さ
いあじさいですが、今後、見事な花を咲かせ、市
民の目を楽しませてくれることでしょう。

画家・久保田政子さんに感謝状を贈呈
　市馬事公苑称徳館に平成 26 年１月、白馬を描い
た絵画「谺

こだま

」（100 号相当）を寄贈した、八戸市出
身で馬を描く画家・久保田政子さんに対し、小山
田市長から感謝状が贈呈されました。
　久保田さんは、「谺」は約 10 年前に描いた作品で、
東京のアトリエを訪れた八戸市出身の芥川賞作家
三浦哲

て つ お

郎さん（1931 ～ 2010 年）が作品名を付け
たというエピソードを披露し、「最近は馬の活躍す
る場が少なくて残念、馬の絵姿でかつての栄光を
残したいですね」と、話しました。

白馬を描いた絵画を称徳館に寄贈

▲「大きく立派に育つように」と、
　願いながら、１本１本丁寧に植
　えられました（写真は十和田湖
　温泉スキー場駐車場）

▼成長が楽しみです

称徳館に展示している「谺」の前で、小山田市長から
久保田さんへ感謝状が手渡されました

・
７19
20

・
７26
27

８
２

　市相撲場で「第 63 回選抜高校相撲十和田大会」が開
催され、全国から 40 校が参加しました。
　地元の期待を集める三本木農業高校は、けが人が相次
ぎ、ベストメンバーが組めない中、16 強による決勝トー
ナメントへ進出。木造高校との県勢対決となった１回戦、
１対２で惜しくも敗退しました。敗退が決まり、悔しさ
をあらわにする選手に、会場の観客から大きな拍手と励
ましの声援が送られました。

三本木農業高校、決勝トーナメント１回戦で惜敗

選抜高校相撲十和田大会

決勝トーナメント１回戦の対木造高校戦。中堅戦で
小笠原隆

りゅうせい

聖選手がはたき込みで勝利。１対１とする

８
15

　稲生川第一西裏橋を中心に、復活してから７回目とな
る「稲生川灯ろう流し」が開催されました。
　多くの市民らが、「先祖供養」、「家内安全」、「豊作祈願」
などさまざまな願いを記し、約 250 個の灯ろうを持ち寄
りました。橋のたもとに集まった観客が見守る中、市消
防団第１分団員の手により、灯ろうが次々と川に流され
ると、淡い光が川面を彩り、辺りを幻想的な雰囲気に包
みました。

願いを込めた灯ろう、稲生川を流れる

稲生川灯ろう流し

淡い光を放ちながら流れる灯ろうを、家族連れなど多
くのかた見送りました

８
16



あ
な
た
の
街
の

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
事
柄
を
取
り

上
げ
、
法
律
の
面
か
ら
弁
護
士
が
解
説
し

ま
す
。
今
回
は
「
高
齢
者
に
ま
つ
わ
る
問

題
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７

法法
律律
相相
談談

～第15回～

Ａ
）
訪
問
販
売
で
商
品
を
購
入
し
た
場
合
、

契
約
内
容
を
記
載
し
た
書
面
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件

で
契
約
を
解
除
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仮
に
８
日
を
過

ぎ
て
い
る
場
合
で
も
、
商
品
を
購
入
し
た

時
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
契
約
の
無
効
、

取
り
消
し
な
ど
の
主
張
が
可
能
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
代
金
を
支

払
う
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
８
日
過
ぎ

て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
難
し
い
部
分

で
す
の
で
、
問
題
に
気
が
付
い
た
ら
、
お

早
め
に
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
）
父
方
の
祖
母
は
一
人
暮
ら
し
で
、
年

金
生
活
者
で
す
。
最
近
、
訪
問
販
売
で
高

価
な
健
康
器
具
を
次
々
と
購
入
さ
せ
ら
れ

そ
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

代
金
は
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

Ｑ
）
祖
母
は
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
同
じ
よ
う
な
被
害
に
遭
っ
て

し
ま
う
の
で
は
と
心
配
で
す
。

Ａ
）
物
忘
れ
や
判
断
力
、
記
憶
力
の
低
下

な
ど
に
よ
っ
て
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障

が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
、
成
年
後
見
制
度

な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

制
度
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
は
，
社
会
福

祉
協
議
会
や
弁
護
士
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

Ｑ
）
母
方
の
祖
父
は
叔
父
夫
婦
と
同
居
し

て
い
ま
す
が
、
頻
繁
に
電
話
を
か
け
て
き

て
、
「
嫁
に
年
金
を
持
っ
て
行
か
れ
て
小

遣
い
も
も
ら
え
な
い
。
食
事
が
な
い
と
き

も
あ
る
」
と
、
言
っ
て
い
ま
す
。
虐
待
で

は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

Ａ
）
高
齢
者
虐
待
防
止
法
は
、
国
お
よ
び

地
方
自
治
体
に
対
し
虐
待
予
防
の
た
め
必

要
な
体
制
の
整
備
な
ど
を
行
う
義
務
を
課

し
、
市
町
村
に
対
し
て
も
、
高
齢
者
や
そ

の
介
護
な
ど
を
行
う
か
た
に
対
す
る
相
談
、

指
導
お
よ
び
助
言
を
行
う
よ
う
努
力
義
務

を
課
し
て
い
ま
す
（
法
３
条
、
６
条
）
。

ま
た
、
高
齢
者
へ
の
虐
待
を
発
見
し
た
場

合
、
そ
の
人
に
は
市
町
村
へ
通
報
す
る
よ

う
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
（
法
７

条
）
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
市
町
村
の

担
当
窓
口
な
ど
へ
相
談
し
て
み
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。
虐
待
の
存
否
確
認
は
難
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
第
三
者
の
協

力
を
得
て
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。

 　

 

（
文
責
・
弁
護
士　

花は
な
お
い生　

耕こ
う
こ子
）

い
ず
み
法
律
事
務
所
☎
58
６
５
５
８

三沢市

〜上⼗三・⼗和⽥湖広域定住⾃⽴圏情報〜

　上十三・十和田湖広域定住自立圏圏
域のイベント情報をお届けします♪

みんな
で

出かけ
よう

小坂町

⼩坂・鉄道まつり2014

▼とき　10月12日㈰～13日㈪

▼ところ　小坂鉄道レールパーク
問小坂鉄道レールパーク☎0186㉕8890

東北町
⽇の本中央まつり

▼とき　９月19日㈮～21日㈰

▼ところ　乙供駅周辺
問東北町商工観光課☎564148

六戸町
六⼾秋まつり

▼とき　９月４日㈭～７日㈰

▼ところ　六戸町犬落瀬商店街
問六戸町観光協会（六戸町産業課内）
　☎554495

おいらせ町
おいらせ百⽯まつり

▼とき　９月19日㈮～22日㈪

▼ところ　百石本町地区周辺
問おいらせ町観光協会事務局（おいら
せ町商工観光課内）☎0178564703

寺⼭修司記念館特別企画展
「寺⼭修司と九条映⼦のラブレター」

▼とき　８月１日㈮～平成27年３月29日㈰

▼ところ　三沢市寺山修司記念館
問三沢市寺山修司記念館☎593434

おがわら湖美味満載祭り

▼とき　10月５日㈰

▼ところ　小川原湖交流センター　
　　　　　「宝湖館」
問東北町商工観光課☎564148

おいらせ下⽥まつり

▼とき　９月26日㈮～28日㈰

▼ところ　下田駅前
問おいらせ町観光協会事務局（おいら
せ町商工観光課内）☎0178564703

あおもり10市⼤祭典

▼とき　９月13日㈯～15日㈪

▼ところ　ＪＲ弘前駅周辺
問三沢市観光物産課☎535111
　十和田市観光推進課☎516772

三沢市・十和田市

142014年（平成26年）９月号　広報
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☎㉓ 5111
FAX㉒ 5100

問…問い合わせ先
…申し込み先
※費用の記載がない
　ものは無料です。

土・日曜日および祝日は閉庁

❖お知らせの表記

市役所代表

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

対
象
と
な
る
か
た
で
、
ま
だ
申
請
が
お

済
み
で
な
い
か
た
は
、
早
め
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

▼
９
月
１
日
㈪
〜
10
月 

　

９
日
㈭　

市
役
所
新
館
１
階
福
祉
課

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

必
要
な
も
の

①
申
請
書
②
通
帳
③
印
鑑

④
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

※
臨
時
福
祉
給
付
金
は
対
象
者
全
員
分
の

　

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

問
福
祉
課
☎
51
６
７
４
９
（
受
付
会
場
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

９
月
２
日
に
登
録
し
た
市
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

９
月
３
日
㈬
〜
７
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
51
６
７
７
８

歩
道
橋
の
名
前
が
決
定
し
ま
し
た

　

市
が
建
設
中
の
稲
生
川
に
架
か
る
赤
い

太
鼓
橋
の
名
前
に
つ
い
て
、
５
月
に
一
般

公
募
し
て
い
ま
し
た
が
、
49
人
の
か
た
か

ら
90
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
太
素
顕
彰
会

に
お
い
て
選
考
の
結
果
、『
稲
生
桜
橋
（
い

な
お
い
さ
く
ら
ば
し
）』
に
、
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

問
土
木
課

　　

☎
51
６
７
３
２

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
な
ど

の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

　

現
在
交
付
し
て
い
る
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
受
給
者
証
ま
た
は
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
受
給
者
決
定
通
知
書
の
有
効
期

限
は
９
月
30
日
ま
で
で
す
。
更
新
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

９
月
17
日
㈬
〜
30
日
㈫

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た

　

は
、
９
月
中
旬
に
郵
送
さ
れ
る
新
た
な

　

被
保
険
者
証
が
届
い
て
か
ら
更
新
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

▼
福
祉
課
福
祉
係
▼
十
和
田

　

湖
支
所
市
民
生
活
係

※
十
和
田
湖
支
所
で
手
続
き
を
し
た
場

　

合
、
受
給
者
証
な
ど
の
交
付
は
後
日
、

　

郵
送
と
な
り
ま
す
。

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
、
内

　

部
障
害
３
級
（
一
部
除
く
）・
愛
護
手

　

帳
程
度
Ａ
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　

帳
１
級
に
該
当
す
る
か
た

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま

　

た
、
65
歳
以
上
で
新
規
交
付
さ
れ
た
か

　

た
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

持
参
す
る
物　

▼
印
鑑
▼
健
康
保
険
証

　
（
国
民
健
康
保
険
の
か
た
は
新
被
保
険

　

者
証
）
▼
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
ま

　

た
は
決
定
通
知
書
▼
身
体
障
害
者
手

　

帳
、
愛
護
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

　

健
福
祉
手
帳

問
福
祉
課
☎
51
６
７
１
８

障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
を

ご
存
じ
で
す
か

■
障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
政
令
で
定
め
る
重
度
の

障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
障
害
児
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
た
だ
し
、

障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
の
給
付
を

受
け
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
施
設
に
入
所

し
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
、
政
令
で
定
め
る
重
度
の

障
害
が
重
複
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
重
度
障
害
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
、
ま
た
は
病
院
な
ど
に
３
カ
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま

　

た
手
続
き
に
は
診
断
書
な
ど
の
提
出
が

　

必
要
に
な
り
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
51
６
７
１
８

漏
水
の
発
見
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

漏
水
は
、
水
と
い
う
大
切
な
資
源
を
無

駄
に
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
道
路
の

陥
没
や
冬
季
の
路
面
凍
結
な
ど
、
皆
さ
ま

の
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。　

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
周
辺
で
漏
水
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
晴
れ
て
い
る
の
に
道
路
（
地
面
）
が
濡

　

れ
て
い
る

▼
道
路
が
へ
こ
ん
で
い
る

▼
普
段
乾
い
て
い
る
水
路
に
き
れ
い
な
水

　

が
流
れ
て
い
る

問
水
道
課
☎
㉕
４
５
１
６

※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
市
役
所
時
間
外

　

上
下
水
道
部
当
直
☎
㉕
４
５
１
１

厚生労働省
給付金キャラクター
カクニンジャ
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第
２
次
十
和
田
市
ご
み
減
量
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
３
年

間
で
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
た
め
の
行
動
計
画
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
窓
口
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
２
６

防
ご
う
！
農
作
業
事
故

　

10
月
31
日
㈮
ま
で
「
平
成
26
年
度
秋
の

農
作
業
安
全
運
動
」
期
間
で
す
。
秋
は
収

穫
作
業
な
ど
で
多
忙
と
な
り
、
農
作
業
事

故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
農
作
業

中
は
次
の
こ
と
に
心
掛
け
て
、
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
作
業
機
械
は
、

　

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
か
ら
点
検
・

　

整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
服
装

　

を
整
え
ま
し
ょ
う
。

▼
草
刈
り
作
業
中
の
事
故
も
多
発
し
て
い

　

ま
す
。
カ
バ
ー
を
取
り
付
け
た
り
保
護

　

具
を
身
に
付
け
た
り
す
る
と
と
も
に
、

　

周
囲
に
気
を
配
る
な
ど
し
て
事
故
を
防

　

ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
万
一
の
事
故
に
備
え
、
労
災
保
険
な
ど

　

へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▼
作
業
中
は
水
分
補
強
を
し
て
、
日
射
病

　

や
熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
十
和
田
市
農
機
具
利
用
事
故
防
止
対
策

　

協
議
会　
（
農
林
畜
産
課
内
）

　

☎
51
６
７
３
６

農
地
の
借
り
受
け
希
望
者
募
集
お
よ
び
農

地
の
貸
し
付
け
希
望
者
の
受
け
付
け
開
始

　
（
公
社
）
あ
お
も
り
農
林
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
３
月
19
日
に
県
か
ら
農
地
中

間
管
理
機
構
の
指
定
を
受
け
、
農
地
中
間

管
理
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
経
営
規
模
を
縮
小
す
る

出
し
手
農
家
か
ら
支
援
セ
ン
タ
ー
が
農
地

を
借
り
入
れ
、
公
募
に
応
募
し
、
公
表
さ

れ
た
規
模
拡
大
す
る
受
け
手
農
家
に
、
ま

と
ま
っ
た
農
地
を
貸
し
付
け
る
も
の
で

す
。

　

受
け
手
の
公
募
は
、
５
月
上
旬
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
農
林
畜

産
課
の
窓
口
に
応
募
用
紙
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
の
状
況
は
、
７
月
末
、
10
月
末
、

翌
年
１
月
末
に
取
り
ま
と
め
て
翌
月
に
公

表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
農
地
を
支
援
セ
ン
タ
ー
に
貸
し
た

い
希
望
者
（
出
し
手
）
に
つ
い
て
も
、
受

け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
要
件
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

農
林
畜
産
課
ま
た
は
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
▼
（
公
社
）
あ
お
も
り
農
林
業
支
援
セ

　

ン
タ
ー
☎
０
１
７
・
７
７
３
・
３
１
３
１

▼
農
林
畜
産
課

　

☎
51
６
７
４
１

平成 26年度の税制改正により、一部の市税の税率が変わります 問税務課☎51 6765

 軽 自 動 車 税

▲

原動機付自転車、二輪の軽自動車、二輪の小型自動車
　平成 27 年度から新税率が適用

区分 現行税率 新税率

原動機付自転車

排気量 50cc 以下 1,000 円 2,000 円

排気量 50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

排気量 90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

二輪の軽自動車 排気量125cc超 250cc以下 2,400 円 3,600 円

二輪の小型自動車 排気量 250cc 超 4,000 円 6,000 円

▲

三輪および四輪以上の軽自動車

区分 現行税率
Ⓐ

新税率
Ⓑ

重課税率
Ⓒ

三輪 3,100 円 3,900 円    4,600 円
四輪以上 /乗用 /営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
四輪以上 /乗用 /自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
四輪以上/貨物用/営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
四輪以上/貨物用/自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

▲

専ら雪上を走行する軽自動車、小型特殊自動車
　（農耕作業用、その他）
　税率の変更はありません。

◆平成27年度から、平成 27年４月１日以後に初め 
　て車両番号の指定を受けたものは、新税率Ⓑが適
　用。同年３月31日以前に車両番号の指定を受け
　たものは、現行税率Ⓐが適用されます。
◆平成 28年度から、初めて車両番号の指定を受け
　た月から起算して 14年を経過した月の属する年
　度以後の年度分の税率には、重課税率Ⓒが適用
　されます。
　ただし、平成 15 年 10 月 14 日前に初めて車両　
　番号の指定を受けたものは、初めて指定を受け
　た月の属する年の 12 月から起算して 14 年を経
　過した月の属する年度以後の年度分の税率に、　
　重課税率Ⓒが適用されます。

法人市民税

　平成26年10月１日以後に開始する事業年度分から、
法人市民税の法人税割の税額が 12.1％に変更となりま
す（現行 14.7％）。
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中
央
病
院
職
員
（
病
院
事
業
職
員
）
募
集

　

平
成
27
年
４
月
採
用
の
医
療
職
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

▼
薬
剤
師　

２
人
程
度

第
１
次
試
験
日　

10
月
19
日
㈰　

試
験
会
場　

中
央
病
院　

募
集
要
項　

募
集
要
項
お
よ
び
受
験
申
込

　

書
は
、
中
央
病
院
総
合
案
内
（
本
館
１

　

階
）で
配
布
す
る
ほ
か
、中
央
病
院
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈪
〜
19
日
㈮

申
し
込
み
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
郵

　

送
の
場
合
、
申
込
期
限
当
日
の
消
印
有

　

効
）

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
央
病
院
業
務
課

　

☎
㉓
５
１
２
１

十
和
田
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
関

す
る
説
明
会

　

市
で
は
、
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

と
き　

９
月
26
日
㈮　

午
後
６
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
新
館
５
階
会
議
室

問
都
市
整
備
建
築
課
☎
51
６
７
３
５

日
本
の
「
ア
メ
リ
カ
」
で
働
き
ま
せ
ん
か

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

▼
重
両
装
置
運
転
手　

38
人　

▼
労
務
作
業
員　

15
人

内
容　

三
沢
基
地
内
の
除
雪
作
業

雇
用
期
間　

11
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
末

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
駐
留
軍
等
労
働
者

　

労
務
管
理
機
構
（
エ
ル
モ
）
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
（
エ

　

ル
モ
）
三
沢
支
部
管
理
係

　

☎
53
４
１
６
５

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 １次試験会場（予定）
防衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官候補
看護学生）

高卒（見込含）

21歳未満

９月５日
～

９月 30 日

１次：10 月 18 日
２次：11 月 29・30 日

第２合同庁舎（青森市）
白山台公民館（八戸市）

防衛医科大学校
医学科学生

１次：11 月１・２日
２次 ：12 月 17～ 19日 第２合同庁舎（青森市）

防衛大学校学生
推薦 高卒（見込含）

21歳未満
（細部は募集要項
を確認のこと）

９月５日
～

９月９日

９月 27・28 日 防衛大学校

防衛大学校学生
総合選抜

１次：９月 27 日
２次：11 月１・２日 防衛大学校

防衛大学校学生
一般（前期）

９月５日
～

９月 30 日
１次：11 月８・９日
２次：12 月９～ 13 日

第２合同庁舎（青森市）
小中野公民館（八戸市）

平成 26年度自衛官募集

自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所☎53 1346

市
民
交
流
プ
ラ
ザ　

ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス

（
注
）
の
使
用
団
体
を
募
集

注
非
営
利
で
事
業
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

　

市
民
活
動
団
体
や
社
会
教
育
関
係
団
体

　

の
運
営
に
お
い
て
、
継
続
的
な
活
動
展

　

開
を
視
野
に
入
れ
、そ
の
活
動
拠
点（
デ

　

ス
ク
ワ
ー
ク
の
場
）
を
必
要
と
す
る
団

　

体
が
利
用
す
る
オ
フ
ィ
ス
の
こ
と

受
付
期
間　

９
月
８
日
㈪
〜
９
月
22
日
㈪

受
付
場
所　

ま
ち
づ
く
り
支
援
課

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

募
集
団
体
数　

17
団
体

使
用
料　

月
額
３
０
０
０
円

貸
出
備
品　

机
、
い
す
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど

※
詳
細
は
、
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
・
十
和

　

田
湖
支
所
・
市
内
各
公
民
館
・
市
民
文

　

化
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
ま
た
は
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
募

　

集
要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
２
５

第
２
回
「
駒
っ
こ
カ
ッ
プ
」
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
者
募
集

と
き　

９
月
14
日
㈰

　

午
前
８
時
50
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

高
森
山
総
合
運
動
公
園
パ
ー
ク

　

ゴ
ル
フ
場

対
象　

18
歳
以
上

定
員　

１
５
０
人

費
用　

１
０
０
０
円（
コ
ー
ス
使
用
料
含
）

持
ち
物　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用
具
（
有
料
で

　

貸
し
出
し
用
有
り
）

申
込
期
限　

９
月
７
日
㈰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
十
和
田
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

☎
⑳
６
１
０
０

斗
南
藩
史
跡
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

と
き　

９
月
19
日
㈮

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

※
７
時
20
分
南
公
民
館
集
合

内
容　

む
つ
市
の
斗
南
藩
の
史
跡
（
上
陸

　

の
地
、
墳
墓
の
地
、
円
通
寺
ほ
か
）
お

　

よ
び
北
洋
館

費
用　

３
３
０
０
円
（
バ
ス
代
な
ど
）

申
込
期
限　

９
月
10
日
㈬

※
雨
天
決
行
。
申
し
込
み
の
際
、
氏
名
・

　

住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
お
知

　

ら
せ
く
だ
さ
い
。

十
和
田
市
文
化
財
保
護
協
会
・
力
石

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
㉓
８
４
３
３

乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
せ
ん
か

　

中
央
病
院
で
は
、
平
日
、
健
康
診
断
に

行
く
時
間
が
と
れ
な
い
女
性
の
た
め
に
、

休
日
に
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

10
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

内
容　

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

６
１
０
０
円

※
市
の
助
成
制
度
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

中
央
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
５
７
６
３

※
既
に
市
の
乳
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を

　

し
て
い
る
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
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新築・リフォームなら
木工職人の匠が造る丈夫な家。
木の温もりが住む人を癒します。
ぐっすり眠れるモデルハウスは快適です。
お気軽にお問い合せください。
「一家族 1,000 円」で宿泊体験できます

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
教
室

と
き　

９
月
２
日
・
９
日
・
16
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
い
ず
れ
も
火
曜
日

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
方
法　

直
接
会
場
ま
で

※
室
内
用
運
動
靴
持
参
、
傷
害
保
険
は
各

　

自
で
加
入
の
こ
と

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
☎
72
２
３
１
７

お
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ
「
イ
ケ
メ
ン
ズ
レ
シ

ピ
に
挑
戦
」

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
指
導
で
、
野
菜
嫌
い

が
多
い
男
子
で
も
お
い
し
く
野
菜
を
食
べ

ら
れ
る
レ
シ
ピ
に
挑
戦
し
ま
す
。

と
き　

９
月
６
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

十
和
田
工
業
高
校

対
象　

成
人
の
か
た

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
な
ど
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

申
込
期
限　

９
月
５
日
㈮

問
十
和
田
工
業
高
校
・
菊
池

　

☎
㉓
６
１
７
８

傾
聴
入
門
講
座

　

相
手
が
受
け
止
め
ら
れ
た
と
感
じ
る
聴

き
方
を
学
び
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

９
月
24
日
㈬

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ラ

　

ピ
ー
研
究
所

申
込
期
限　

９
月
17
日
㈬

問
健
康
増
進
課

　

☎
51
６
７
９
１ ８

日
㈬

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
実
技
講
習
会
参
加
者
募
集

　

地
球
と
お
財
布
に
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
燃
費
を
10
％
程
度
削
減
す

る
効
果
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

10
月
５
日
㈰　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

十
和
田
中
央
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー  

　

ル
定
員　

15
人

申
込
期
限　

９
月
26
日
㈮

問
青
森
県
環
境
政
策
課

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
２
４
３

一
本
木
沢
ビ
オ
ト
ー
プ
・
秋
の
自
然
観
察

会
参
加
者
募
集

　

一
本
木
沢
ビ
オ
ト
ー
プ
で
身
近
な
自
然

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
ト
ン
ボ
博
士
に
な
ろ
う

と
き　

９
月
27
日
㈯　

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

※
雨
天
時
は
、
東
公
民
館
で
学
習
会

と
こ
ろ　

東
公
民
館

定
員　

20
人

持
ち
物　

虫
と
り
網
・
虫
か
ご
（
貸
し
出

　

し
用
数
個
有
り
）

申
込
期
限　

９
月
12
日
㈮

※
森
の
中
を
歩
け
る
動
き
や
す
い
服
装
で

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
本
木
沢
ビ
オ
ト
ー
プ
協
議
会
（
東
公

　

民
館
内
）　

☎
㉔
９
０
０
０

東
地
区
公
民
館
ま
つ
り
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
屋
台
出
店
者
募
集

と
き　

10
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
12
日
は
午
後

　

３
時
ま
で
）
※
１
日
の
み
の
出
店
も
可

と
こ
ろ　

東
公
民
館
ふ
れ
あ
い
芝
生
広
場

募
集
数　

30
店
（
先
着
順
）

注
意
事
項　

テ
ン
ト
、
机
、
イ
ス
な
ど
は

　

出
店
者
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ル

　

コ
ー
ル
類
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
受
け
付
け
開
始　

９
月
10
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
〜

申
し
込
み
方
法　

東
公
民
館
に
備
え
付
け

　

の
出
店
申
込
書
に
記
入
の
上
、
提
出

東
公
民
館
☎
㉔
９
０
０
０



《お気軽にご相談ください》
弁護士法人　青空と大地　
《青森県弁護士会所属》

弁護士　橋本明広　　弁護士　塩澤将宏
十和田市西三番町１番４２号　ＮＴＴ十和田ビル２階

取扱業務
民事全般、不動産、離婚、相続、成年後見、債務整理、会社関係、刑事
（上記以外の事件も取り扱っています。）
相談料　初回 60分　5,000 円（税別）
（個人の多重債務相談は無料です。）
相談は電話又は来所による予約制です。
☎0176（21）5162（受付時間　平日９時～ 17 時 30 分）
http://www.aozora-daichi.com
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十
五
夜
お
月
見
会　
「
お
月
様
や
秋
の
夜

長
に
ま
つ
わ
る
お
話
」　

　

市
在
住
の
語
り
べ
の
か
た
が
た
に
よ
る

お
話
の
夕
べ
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
９
日
㈫　

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員　

50
人

※
晴
天
の
場
合
、
屋
上
で
十
五
夜
の
月
を

　

鑑
賞
し
ま
す
。

 

問
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
５
２
０
０

公
開
デ
ー
２
０
１
４

　

研
究
施
設
・
成
果
の
公
開
、
ミ
ニ
講
座
、

野
菜
・
畑
作
物
・
稲
作
の
相
談
、
農
産
物

加
工
試
作
品
の
展
示
・
試
食
、
新
鮮
な
野

菜
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き　

９
月
９
日
㈫　

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
野

　

菜
研
究
所
（
六
戸
町
犬
落
瀬
・
旧
十
和

　

田
観
光
電
鉄
大
曲
駅
向
か
い
）

問
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
野
菜
研
究

　

所
☎
53
７
１
７
１

「
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
や
っ
て
き

ま
す

　

約
５
５
０
冊
の
絵
本
を
乗
せ
た
「
お
は

な
し
隊
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
や
っ
て

き
ま
す
。
自
由
閲
覧
の
後
、
楽
し
い
お
は

な
し
会
を
行
い
ま
す
。

と
き　

９
月
15
日
㈪　

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
35
分

と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

問
市
民
図
書
館

　

☎
㉓
７
８
０
８

第
31
回
市
発
明
工
夫
展
お
よ
び
第
50
回
市

児
童
生
徒
発
明
く
ふ
う
展
開
催

と
き　

９
月
13
日
㈯
〜
15
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問
市
発
明
協
会
事
務
局（
商
工
労
政
課
内
）

　

☎
51
６
７
７
３

　

南
公
民
館
☎
㉒
４
４
１
６

元
気
は
つ
ら
つ
運
動
教
室

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
注
）

を
予
防
し
よ
う
！
イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る

運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
家
で
も
継
続

で
き
る
運
動
が
体
験
で
き
ま
す
。

と
き　

９
月
19
日
㈮　

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
中
央
公
民
館

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
17
日
㈬

※
動
き
や
す
い
服
装
と
外
用
運
動
靴
で
参

　

加
し
て
く
だ
さ
い
。

注
身
体
機
能
が
衰
え
る
こ
と
に
よ
り
、
介

　

護
を
必
要
と
す
る
危
険
性
が
高
い
状
態

　

に
な
る
こ
と

「
お
口
の
健
康
が
若
さ
の
秘
訣
！
」

歯
ッ
ピ
ー
教
室

　

い
つ
ま
で
も
、
お
い
し
く
・
楽
し
く
・

安
全
に
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
家
で
も
で

き
る
予
防
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き　

９
月
24
日
㈬　

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
中
央
公
民
館

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

内
容　

歯
科
衛
生
士
の
講
話
、
飲
み
込
み

　

体
験
、
お
口
の
体
操
な
ど

申
込
期
限　

９
月
22
日
㈪

◆
い
ず
れ
も

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
70
３
６
７
１

【有料広告欄】　　総務課広報男女参画係☎51 6702

い
ざ
郡
山
へ
！　

Ｂ　

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in

郡
山
大
会
激
励
大
壮
行
式

　

10
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
に
福
島
県
郡
山

市
で
開
催
さ
れ
る
「
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま

ち
お
こ
し
の
祭
典
！
Ｂ　

１
グ
ラ
ン
プ
リ

in
郡
山
」
に
十
和
田
バ
ラ
焼
き
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
通
称
・
バ
ラ
ゼ
ミ
）
が
出
展
し
ま
す
。

バ
ラ
ゼ
ミ
を
激
励
す
る
た
め
、
大
壮
行
式

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
十
和
田
バ
ラ
焼
キ
ッ
ズ
（
市

内
小
学
生
）、
十
和
田
西
高
校
観
光
Ｐ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
も
参
加
予
定
！

と
き　

９
月
28
日
㈰

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

駒
っ
こ
広
場

※
雨
天
の
場
合
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
ア
ー
ト
ス
ー

　

シ
ョ
ン
ト
ワ
ダ
）
で
開
催

内
容　

十
和
田
バ
ラ
焼
き
５
０
０
食
限
定

　

無
料
お
振
る
舞
い
を
行
い
ま
す
。

問
十
和
田
商
工
会
議
所
☎
㉔
１
１
１
１



入会会員募集中入会会員募集中
<経験を活かして働いてみませんか>

シルバー人材センターでは就業を希望する高齢者を募集しています
◆　入会に関する説明会　毎月第２・第４水曜日開催（９時～）
依頼される仕事は…
　○家庭の草取り　　　　○荷物の運搬
　○空地等の草刈り　　　○軽易な大工作業
　○農作業の手伝い　　　○蜂の巣駆除
　○庭木の手入れ　　　　○家庭等の掃除
　○簡単な家事援助　　　○庭木薬剤散布　等
臨時的、短期的な仕事です。詳しくは
　（公社）十和田市シルバー人材センター　☎25-0222　まで

　上記①、②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもしれません。
貸金業者が倒産する前に、善は急げ！まずはお電話ください。

①大手消費者金融へ５年以上返済を続けている。

借金のご相談 無料　任意整理…１社２万５千円

②金利が 25パーセント前後だった。

ご相談はお電話で
ご予約ください。☎0176-51-4317
http://www.acacia-forest.jp
〒034-0082 青森県十和田市西二番町８-４（十和田市現代美術館駐車場隣）

。

アカシアの森法律事務所 検 索

①大手消費

2014年（平成26年）９月号　広報 20

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

カ
ナ
ダ
青
少
年
語
学
研
修
交
流
事
業

　

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
市
の
大
学
、

短
大
、
民
間
語
学
学
校
の
英
語
教
師
が
来

市
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
英
語
研
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
き　

10
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

十
和
田
商
工
会
館

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

初
・
中
・
上
級
コ
ー
ス
各
15
人

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
き　

10
月
５
日
㈰　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

十
和
田
商
工
会
館

テ
ー
マ　

国
際
交
流
に
基
づ
く
語
学
研
修

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
十
和
田
国
際
交
流
協
会
・

　

村
山
☎
０
９
０
・
５
１
８
７
・
５
１
７
０

平
成
26
年
度
と
わ
だ
市
場
生
産
者
ま
つ
り

　

生
産
者
と
消
費
者
が
一
緒
に
な
り
、
秋

の
収
穫
に
感
謝
し
、
特
産
の
ゴ
ボ
ウ
、
ニ

ン
ニ
ク
、
ナ
ガ
イ
モ
な
ど
の
消
費
拡
大
と

地
産
地
消
を
図
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
５
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
地
方
卸
売
市
場

内
容　

農
産
物
や
加
工
品
の
即
売
会
、
農

　

産
物
品
評
会
、
ア
イ
デ
ア
料
理
品
評

　

会
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
（
新
沼
謙
治
、

　

麻
生
し
お
り
ほ
か
）

問
十
和
田
青
果
㈱
☎
㉒
１
８
８
８

　

市
地
方
卸
売
市
場
☎
㉓
５
８
７
７

２
０
１
４
と
わ
だ
Ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ

夢
ま
つ
り

と
き　

９
月
28
日
㈰　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

市
役
所
前
、
桜
の
広
場
前
、
中

　

央
公
園
緑
地

問
と
わ
だ
Ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ
夢
ま
つ
り
実

　

行
委
員
会
（
十
和
田
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
㉔
１
１
１
１

Ｊ
Ｆ
Ａ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
デ
ー
２
０
１
４

青
森
in
十
和
田

　

サ
ッ
カ
ー
に
関
し
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
設
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
感

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　

10
月
４
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

高
森
山
総
合
運
動
公
園

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
十
和
田
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

☎
㉖
２
０
８
０

秋の駒っこランドまつり

とき　９月 21 日㈰　午前 10 時～　
内容　

▲
幼稚園園児のお遊戯

▲

駒っこクラブ乗馬ショー
　　　 ▼フラダンス ▼ご当地ヨガ　 　 　 ▲

馬とび競争「駒カップ」（参加賞・賞品有り）
　　　

▲

絵本の読み聞かせ
　　　など
参加者募集　 ▽ご当地ヨガ　定員 30 人　費用 500 円
　　　　　　 ▽「駒カップ」　１チーム２～５人
※イベント当日、称徳館は「愛馬の日」で無料です。

 問称徳館☎㉖ 2100

第
８
回
「
月
が
と
っ
て
も
青
い
か
ら
」

全
国
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
ク
ー
ル

　

本
市
出
身
の
菅
原
都
々
子
さ
ん
の
代
表

曲
「
月
が
と
っ
て
も
青
い
か
ら
」
の
全
国

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
23
日
㈫　

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

十
和
田
商
工
会
館

入
場
料　

２
０
０
０
円

問
「
月
が
と
っ
て
も
青
い
か
ら
」
実
行
委

　

員
会
（
十
和
田
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
㉔
１
１
１
１

道
の
駅
と
わ
だ
「
秋
彼
岸
フ
ェ
ア
」

　

手
作
り
彼
岸
団
子
や
切
り
花
を
豊
富
に

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

と
き　

９
月
18
日
㈭
〜
26
日
㈮

と
こ
ろ　

道
の
駅
と
わ
だ

問
道
の
駅
と
わ
だ
☎
㉘
３
７
９
０
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市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。
費用の記載がないものは無料です。市⺠の広場

乗馬教室＆平成 26年度秋季
十和田馬術大会
とき　９月 20 日㈯・21 日㈰
　午前９時～午後３時（変更の場合有り）
ところ　十和田馬術協会　馬術競技場
　（三本木字里ノ沢 66）
費用　 ▼乗馬教室 2,000 円
　 ▼大会参加　１種目障害 3,000 円、
　馬場 4,000 円、借馬料 5,000 円
問十和田馬術協会事務局☎㉕ 1855

お稚
ち ご

児さん募集
とき　９月５日㈮・７日㈰
　※正午までに三本木稲荷神社集合
対象　３～ 12 歳のかた
定員　各日 30 人（先着順）
費用　１日 4,500 円（衣装、保険料）
申込期限　9 月３日㈬
　三本木稲荷神社☎㉓ 2603

ささ 空手道無料体験教室
とき　９月６日～ 27 日　毎週土曜日
　午後７時 15 分～８時 15 分
ところ　志道館
対象　５歳～小学生
※親子での申し込み歓迎します。
沖縄空手道剛柔流尚礼会十和田支部

　支部長・苫米地☎ 090-6227-0419

料体料 布ぞうり教室
とき　９月 12 日～３月 27 日　第２・
　４金曜日　午前 10 時～正午
ところ　道の駅とわだ匠工房
定員　各回 10 人
費用　1,500 円（材料費込み）
問かっちゃの布ぞうり・吉田
　☎ 090-2885-9423

う

十和田市ソフトバレーボール
大会参加チーム募集
とき　９月 28 日㈰　午前９時～
ところ　市総合体育センター
競技種別　男子の部、女子の部、混合
　の部
申し込み方法　ファクスで申し込み
申込期限　９月 21 日㈰
川村☎ 090-6253-8789

　FAX　㉓ 5828

ババ

十和田 in パントマイム咲か～す
　石倉直樹さん（チョッキさん）とコ
ラボしてパントマイムを行います。
とき　９月28日㈰　①午後１時30分～
　②午後３時～
ところ　市現代美術館
問十和田市こども劇団事務局・大久保
　☎ 080-1834-5134

離乳食教室
　離乳食の基本を調理・試食を通して
楽しく学びましょう。
とき　

▲

初期９月 16 日㈫

▲

中期 10 月
　７日㈫

▲

後期 11 月 18 日㈫
　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
ところ　小さな森保育園子育て支援
　センターどろんこ
対象　乳児と保護者
定員　15 組　　　費用　300 円
持ち物　赤ちゃんのお世話グッズ
申込期限　各期の１週間前まで
講師　佐々木悦世さん（おひさま助産院）
小さな森保育園子育て支援センター

　どろんこ☎㉓ 4794

食教食

ご当地ベビーヨガ
　ポーズと呼吸法で、産後の骨盤を引
き締め、下腹ポッコリを改善します。
とき　①９月 27 日② 10 月 25 日③ 11
　月 29 日④ 12 月 13 日⑤１月 24 日⑥
　２月 28 日⑦３月 28 日（全て土曜日）
　午前９時45分～ 11時 40分
ところ　東公民館
対象　

▲

①③⑤⑦産後１カ月～１年の
　母親（希望により託児付）
　

▲

②④⑥生後４カ月～１年（託児な
　し）の母子
費用　各回 1,500 円（託児希望のかた
　はプラス 500 円）
持ち物　ヨガマットやバスタオル、　
　赤ちゃんお世話グッズなど
※動きやすい服装でご参加ください。
申し込み方法　電話またはメール
ご当地ヨガ実行委員会
　☎ 080-3501-6790
   メール　gotohchiyoga@gmail.com

ビビ

第19回ジョイカップサッカー大会
参加チーム募集
　小学生低学年のサッカー大会です。
とき　10 月５日㈰
　午前８時 30 分～午後５時
ところ　市陸上競技場・中央公園緑地
対象　小学１～３年生
費用　１チーム 1,000 円
申込期限　９月 10 日㈬
十和田レイカーズ・川村

　☎ 080-3592-5883

プ

第 26回「MOA美術館十和田
児童作品展」
とき　９月 28 日㈰～ 10 月３日㈮
　午前９時～午後４時
　※３日は正午までとなります。
ところ　市立中央病院２階ギャラリー
問（公）MOA美術館十和田児童作品
　展実行委員会☎㉒ 5387

美術美

第 43回十和田マンドリンクラブ
演奏会
とき　９月 20 日㈯　午後２時開演
ところ　市民文化センター
※整理券が有ります。
賛助出演 [ デュオ・セント ]
　平佐修（ギター）、梯

かけはし

杉子（マンドラ）
問十和田マンドリンクラブ・藤原
　☎㉒ 2285
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内　容 日　時

◆市税夜間納付窓口 １日㈪～５日㈮

◆市税夜間納付・相談窓口 29 日㈪～ 10 月３日㈮

とき　午後５時 30 分～８時　ところ　収納課
問収納課☎51 6761

＜＞…開始時間

９⽉の市⺠無料相談

７日㈰ 鈴木内科医院☎㉕1111

14日㈰ 石川医院☎㉓2114

15日㈪ 小嶋外科胃腸科医院☎㉓2666

21日㈰ 十和田東病院☎㉒5252

23日㈫ 十和田泌尿器科☎㉒7340

28日㈰ 遠藤内科医院☎㉓6318

10月５日㈰ 十和田産婦人科内科クリニック☎㉓7777

問健康増進課
　☎51 6790休⽇当番医

１㈪ ▶和紙ちぎり絵展～市民文化センター・市民ギャラリー
　（問和紙ちぎり絵の会・今野☎㉒4544）（～30日）

４㈭
▶十和田市民大学講座　第５講座<18：30>～市民文化センター
　（講師：間陽子さん）（問スポーツ・生涯学習課☎722318）
▶おしゃべりサロン「クローバー」<①10：00②13：30>
　～保健センター（問木津☎㉒5745・黒子☎090-2796-0999）

６㈯
▶第27回　十和田市芸能まつり<10：30>～市民文化センター
　（1,000円）（問十和田市民俗芸能協会・佐々木☎㉓4917)
▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
　～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎㉕1181）（27日も開催）

14㈰
▶ノーブル　サクソフォン　カルテット　IN　AOMORI<13：00>
　～市民文化センター（一般1,500円、高校生以下1,000円）
　（問野月☎090-3688-9596）

27㈯

▶第８回フォトとわだ写真展<13：00>～市民文化センター
　（問フォトとわだ・藤井☎㉓0926)（～28日<10：00>）
▶第31回　さつきミュージックランド発表会<13：00>
　～市民文化センター（問さつきミュージックランド☎㉒1673）
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」<10：30・13：30>
　～市民図書館（問市民図書館☎㉓7808）

28㈰

▼市立三本木中学校吹奏楽部定期演奏会<14：00>
　～市民文化センター（問三本木中学校☎㉓3595）

▼普通救命講習会<９：00>～十和田消防署
　（対象：中学生以上の市民）（問十和田消防署☎㉕4115）

30㈫ ▶第31回市立東中学校　校内合唱コンクール<12：50>
　～市民文化センター（問東中学校☎㉒4488）

その他の催し

「乙女の人形館 in 孔雀荘」好評開催中！
　十和田湖商工会では、昨年度に引き続き、十和
田湖畔休屋地区の魅力づくりのための事業を実
施しています。
　今年度も七戸町出身の創作人形アーティスト
奈
な り た

良多究
きゅうせい

星さんの協力により、幻想的な人形の展
示「乙女の人形館」を開催しています。
期間　11 月９日㈰まで　午前 10 時～午後４時
ところ　旅館孔雀荘（十和田湖畔休屋）
観覧料　大人 500 円、
　　　　中高生 300 円、
　　　　小学生以下無料
問十和田湖商工会
　☎722201

■  お知らせ ■

▼９月 10 日㈬は常設展示 市民無料デー
　免許証や保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

▼９月 22 日㈪は臨時開館します。

内　容 日　時
◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦
情、意見、要望などの相談

１日㈪
８日㈪は十和田湖支所
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

12 日㈮・26 日㈮
午後１時～３時

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

24 日㈬　午後１時～４時
※ 17 日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆司法書士相談（定員４人）
登記、相続、借金などの相談

18 日㈭　午後１時～３時
※ 11 日㈭午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談　
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

11 日㈭　
午後１時～３時

◆くらしとお金の相談
多重債務・生活資金などの相談

10日㈬　午前10時～午後４時
※要予約

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前９時30分～午後３時30分
※要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

16 日㈫　
※予約先　県庁☎017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
まちづくり支援課☎51 6777

　市現代美術館が地域の伝統的な盆踊り「三本木小唄」に
関わりはじめて 6年。今年は、朝の連ドラ「あまちゃん」オー
プニングテーマ曲の作曲者、大友良英さんと青森を代表す
る美術家の奈良美智さんをお招きし、アーティストと参加
者が入り交じりながら、三本木小唄を演奏し、踊る一大フェ
スティバルを実施します。
　当日は「三本木小唄」のほか「あまちゃん音頭」、「地元
に帰ろう音頭」なども登場予定です。
　またフェスティバルを盛り上げる「音楽部」、「美術部」
を 22 日㈪に開催します。踊りと演奏を覚えて、フェスティ
バルをもっと楽しもう！

現代美術館イベント情報

フェスティバル十和田！ ～三本木ナイト～フェスティバル十和田！ ～三本木ナイト～

問現代美術館☎⑳ 1127

９月 23 日 ㈫ 午後４時～ 開催！

　マルシェアーツトワダ
　（農産品とクラフト市場）も
　23日、同時開催予定
※イベント当日の詳細は、美術館
　ホームページをご覧ください。



－ 十和田囃
ば や し

子競演会３連覇に挑む －

　

「
赤
６
票
、
白
５
票
」
。
昨
年
の
秋
ま

つ
り
に
行
わ
れ
た
「
第
７
回
十
和
田
囃
子

競
演
会
」
の
決
勝
戦
、
東
小
稲
町
内
会
対

公
園
街
地
区
町
内
会
の
ラ
イ
バ
ル
対
決
は
、

１
票
差
の
僅
差
で
東
小
稲
町
内
会
が
２
年

連
続
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
１
年　
　

。

　

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
東
小
稲

町
内
会
（
太
田
善よ

し
や哉
会
長
）
の
お
囃
子
の

練
習
は
、
参
加
者
全
員
が
整
然
と
整
列
し
、

あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

練
習
が
始
ま
る
と
「
バ
チ
は
目
の
高
さ

に
」
、
「
叩
く
の
が
速
い
よ
」
な
ど
の
声

が
掛
け
ら
れ
ま
す
。
小
太
鼓
を
叩
く
児
童

ら
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の
は
お
囃
子
指

導
者
の
砥と

わ
た綿
太た

い
よ
う陽
さ
ん
。
「
子
ど
も
た
ち

が
中
心
の
秋
ま
つ
り
。
い
い
練
習
が
で
き

る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る
の
が
私
達
の
役

目
で
す
。
参
加
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

は
宝
で
す
よ
」
と
、
話
し
ま
す
。

とわだびと

－ 第29回 －
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東小稲町内会

　

約
２
時
間
の
練
習
。
最
初
は
小
さ
か
っ

た
掛
け
声
も
、
最
後
は
「
東
だ
、
東
だ
、

ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
、
太
鼓

の
音
に
負
け
な
い
大
き
な
声
が
会
場
に
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
終
わ

り
の
あ
い
さ
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
。
練
習

を
終
え
た
皆
さ
ん
は
一
様
に
充
実
し
た
表

情
を
見
せ
ま
し
た
。

　

「
練
習
で
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
を
本

番
で
発
揮
し
、
東
小
稲
ら
し
さ
を
出
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
お
の
ず
と
結
果
は
つ
い
て

く
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
話
す
砥
綿
さ
ん
。

昨
年
の
優
勝
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
小
太
鼓

を
担
当
す
る
中な

か
ざ
わ沢
太た

い
き樹
く
ん
（
高
清
水

小
・
５
年
）
は
「
叩
く
リ
ズ
ム
に
気
を
付

け
な
が
ら
、
笑
顔
で
演
奏
し
て
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
を
持
っ
て
頑
張

り
ま
す
」
と
、
大
会
に
向
け
て
の
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

▲真剣な表情で練習する小太鼓奏者の皆さん。
　「笑顔を大切に」指導者から声が掛けられ
　ます

▲初めて小太鼓を叩く山内
　穂乃香さん（写真中央、
　三小・５年）ら３人は、
　「楽しいし、おもしろいけ
　ど、難しい…」と、苦笑い

▲指導者の皆さ
　んが一人一人
　丁寧に指導

　今回で８回目となる「十和田囃子
競演会」。東小稲町内会は第１回大
会をはじめ、通算４度の優勝を誇り
ます。
　現在、同町内会は、一昨年（第６
回）、昨年（第７回）と連覇、今大
会には３連覇がかかっています。
　過去に同大会で３連覇を達成した
のは公園街地区町内会のみです。

Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ

◆「第８回十和田囃子競演会」は、秋まつり中日（６　
　日）、午後１時50分から市相撲場で開催されます。
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人口と世帯 平成26年７月末現在　※（　）内は前月比

■人口/64,191人（＋４人）男/30,725人（－１人）女/33,466人（＋５人）　

■世帯数/27,192世帯（＋27世帯）

十和田市秋まつり運行コース内
（８丁目交差点～１丁目交差点まで）

７７日日 午後２時～日日
©Disney

問総務課☎516719

※パレードは悪天候などの理由により中止、一部変更の
　可能性があります。　 ※画像はイメージです。

東京ディズニーリゾート
スペシャルパレード

Ⓡ

市制施行10周年記念事業市制施行10周年記念事業

時代絵巻パレード時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻パパパパパパパパパパパパパパパパレレレレレレレレレレレレレレレレレレーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドド

６６日日土土 正午～午後１時
お祭り広場（市役所前～市現代美術館前）

問観光推進課☎516771

十和田市十和田市

秋秋ままつつりり

十和田市秋まつり日程十和田市秋まつり日程
午後２時～ 《旧国道４号 ８丁目交差点～三本木高校前》

▼パレード

▼山車合同運行
午後６時～　《官庁街通り》
みこし・よさこい・ヒップホップなど

５ 

金

正午～午後１時　《官庁街通り》
時代絵巻パレード

午後１時50分～　《市相撲場》
十和田囃子競演会

市制施行10周年記念事業

午後５時50分～　《官庁街通り》
薄暮運行開始（１周目）
午後７時10分～　《官庁街通り》
夜間運行開始（２周目）

６ 

土

午後２時～ 《旧国道４号 ８丁目交差点～三本木高校前》

▼東京ディズニーリゾート
　スペシャルパレード

▼パレード

▼山車合同運行
午後５時～　《駒っこ広場》
歌謡ショー

７ 

日

Ⓡ

問（一社）十和田市観光協会☎㉔3006

９５金 ７日▼

ディズニーの仲間たちが十和田市にやってくる！

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

　古代～中世～近代～現代への移り変わりを人や馬が
衣装をまとって表現、駒街道を歩きます。

東京ディズニーリゾート
スペシャルパレードの運
行区間は１丁目交差点ま
でです。

Ⓡ


